
『
長
西
録
』

に
み
え
る
寺
門
僧
に
つ
い
て

は
じ
め
に

第
四
十
五
世
思
城
寺
長
吏
で
あ
る
公
践
は
吋
浄
土
決
疑
抄
』
を
著
し
、

法
然
批
判
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
寺
門
僧
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
論

難
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
は
自
身
の
答
を
悔
い
、
す
み
や

か
に
法
然
の
教
え
に
帰
順
し
た
と
法
然
伝
は
伝
え
て
い
る
。

方
指
南
抄
』
に
お
い
て
公
胤
へ
の
関
心
を
よ
せ
て
い
る
。
こ
の

疑
抄
』
は
法
然
告
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
実
際
に
焼
き
捨
て
ら
れ
た
せ
い

か
現
在
で
も
散
逸
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
知
る
術
は
現
在
の
と

」
ろ
絶
た
れ
て
い
る
。

一、

「
長
西
録
』

に
み
え
る
寺
門
舘
と
問
題
の
所
在

と
こ
ろ
で
、
浄
土
教
を
主
と
し
た
仏
教
典
籍
目
録
で
は
稿
矢
と
さ
れ
る

ムト勺

自己

島

覚

長
西
撰
（
充
麿
一
年
（
一
一
八
四
）

i
文、氷一一一

依
懇
経
論
章
疏
目
録
』
（
以
下
、
『
長
西
録
』
）
に
は
、
（
一
一
一
六
六
）
）

公
胤
の
著
述
以
外

一
、
千
観

に
も
寺
門
僧
の
浄
土
教
典
籍
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
巻

一
一
、
慶
幹
関
梨
協
同
は
十
5

一
一
一
、
庸
一
汚
法
橋
行
円

回
、
慶
運
一
一
一
共
／
／
慶
選
一
一
一
井

六五

良
慶
教
月
湯豆

七
、
官
民
舜
円
蔵
房

往
生
十
大
願

極
楽
讃

巻

八
ヶ
条
起
請

一
巻

西
方
要
観

一
巻
／
阿
弥
詑
観
私
記巻

念
仏
三
昧
記

唐
一
野
法
橋
消
怠

通

念
仏
三
昧
記

巻

念
仏
三
昧
記

安
養
抄

ハ
巻

西
方
要
抄

巻



品
川
教
大
川
子
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
一
浄
土
教
組
ハ
録
制
の
研
究

入
、
国
城
寺
長
吏
公
鼠
僧
正

こ
れ
ら
の
う
ち
、

浄
土
決
疑
抄

一
の
千
観
及
び
八
の
公
胤
は
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。

巻

特
に
子
観
の
研
究
に
関
し
て
は
佐
藤
哲
英
氏
に
よ
る
「
千
観
内
供
の
研

究
」
以
来
、
多
く
の
成
時
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

右
に
挙
げ
た
一
一
一
点
の
著
述
は
現
存
し
、

が
戸
は
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
も
研
究

ま
た
、
公
成
に
つ
い
て
も
法
然
批
判
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
後
に
は
専
修
念
仏
の
主
張
に
帰
順
し
た
高
僧
と
し
て
の
研

究
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
法
然
伝
に
紹
介
さ

れ
る
公
胤
の
事
績
を
明
か
す
こ
と
に
偏
向
が
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。そ
れ
ら
に
比
し
て
、
一
一
の
慶
一
府
以
下
、
七
の
長
舜
ら
の
行
実
に
関
し
て

言
及
さ
れ
た
研
究
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
現
在
の
研
究
動
向
に
至
っ
て

は
数
々
の
議
論
が
あ
る
も
の
の

日
本
浄
土
教
の
研
究
に
特
筆
す
べ
き
大

き
な
進
展
を
も
た
ら
し
た
井
上
光
貞
氏
の
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研

究
』
で
さ
え
も
浄
土
一
信
仰
を
も
っ
寺
門
僧
を
紹
介
す
る
叙
述
は
次
の
と
お

り
ご
く
わ
ず
か
な
指
摘
で
あ
る
。

な
お
、
お
の
諾
考
察
に
よ
っ
て
最
も
ま
じ
め
な
宗
教
生
活
者
が
千
観

と
源
信
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
が
、
果
た
し
て
こ
の
一
一
人

は
、
最
も
強
く
時
代
に
影
響
力
を
も
っ
た
。
千
援
に
つ
い
て
い
え

ば
、
彼
は
法
系
上
か
ら
い
え
ば
寺
門
派
に
属
す
る
が
、
千
観
の
没
後

解
脱
寺
の
観
修
・

の
慶
一
鮮
の
ご
と
き
寺
門
派
の
領
袖
に
念
仏

五
四

者
が
多
く
、

に
は
致
平
親
王
を
は
じ
め
貴
族
の

ま
た
寺
内
派
の

出
家
し
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
（
問
、

一
六
九
頁
）

こ
こ
に
は
千
観
の
他
に
解
脱
寺
の
観
修
と
大
雲
寺
の
慶
一
昨
の
み
が
念
仏

信
仰
者
と
し
て
取
り
上
、
げ
ら
れ
て
い
る
。
井
上
氏
が
子
観
の
弟
子
と
紹
介

し
て
い
る
観
修
と
は
闇
城
寺
第
十
五
世
の
長
更
で
あ
り
、
智
静
と
も
称
さ

れ
る
寺
門
僧
で
あ
る
。

一
方
の
慶
詐
は
特
に
後
述
す
る
が
、
観
修
と
同
じ

千
観
の
弟
子
で
あ
り
、
岩
蔵
の

に
往
し
た
こ
と
か

の
慶

詐
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
天
台
教
酪
の
浄
土
教
信
仰
者
に
つ
い

て
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
、
該
博
で
網
羅
し
尽
く
し
た
観
の
あ
る
研

究
が
井
上
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
う
い
っ
た

中
市
リ
門
僧
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
ろ

う。

オ
ザ
門
や
智
証
門
徒
に
関
す
る
叙
述
は
山
内
と
の
政
治
抗
争
に

大
幅
な
紙
数
が
さ
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
中
で
も
観
修
・
慶
併
を

念
仏
者
と
捉
え
る
の
な
ら
ば
、
慶
一
昨
な
ど
の
名
を
挙
げ
る

所

裁
の
僧
侶
や
著
述
を
少
し
で
も
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
実
態
を
把
握
す
る
過

程
を
経
た
な
か
で
、
今
、
取
り
あ
げ
た
よ
う
な
評
価
が
下
さ
れ
る
べ
き
で

＋
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そ
う
い
っ
た
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は

に
載
せ
る
寺
門
僧
と
は
ど
の
よ
う
な
僧
指
で
あ

る
の
か
。
寺
門
僧
の
な
か
で
は
比
較
的
よ
く
議
論
の
狙
上
に
挙
、
げ
ら
れ
る

千
観
と
公
胤
を
除
い
て
、
他
の
学
僧
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
の
行
突
を
紹
介



す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

「
西
方
要
観
一
、
も
し
く
は
「
阿
弥
陀
観
私
記
」

の
著
者
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
慶
一
昨
閤
梨
（
天
麿
九
年
（
九
五
五
）

i
寛
仁
一
一
一
年

は
三
井
の
大
阿
摺
梨
と
も
呼
ば
れ
、
畏
関
期
の
寺
門
派
を

代
表
す
る
名
匠
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
元
亨
釈
帝
一
一
戸
』
巻
回
、
『
寺
門
伝
記
補

（一

O
一九））

巻
十
五
、
吋
本
朝
高
僧
倍
』
巻
四
十
九
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

慶
砕
は
竜
雲
坊
先
徳
と
も
い
わ
れ
、
余
慶
（
智
弁
）

に
つ
き
顕
密
を

び
、
伝
法
濯
頭
を
受
け
て
い
る
。
慈
覚
、
智
証
両
門
徒
の
対
立
が
激
化
す

る
な
か
で
、
大
衆
を
引
き
連
れ
て
比
叡
山
を
下
り
、

移

り
、
後
に
関
城
寺
に
住
ん
だ
と
い
う
。

そ
の
時
に
竜
雲
坊
を
創
立
を
す

る
。
麗
一
昨
の
爵
城
寺
入
り
は
、

そ
の
後
の
寺
門
の
学
問
が
隆
盛
す
る
起
盟

と
も
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
長
徳
コ
一
年
（
九
九
七
）
、
宋
聞
か
ら
新
世
一
百
五

部
が
送
ら
れ
て
き
た
時
、
朝
廷
の
勅
に
よ
っ
て
源
清
の
一
「
竜
女
成
仏
義
』

を
批
判
し
た
。
こ
の
批
判
警
で
あ
る
主
吃
女
成
仏
権
実
疑
難
』
は
現
存
す

る
。
源
信
は
、
慶
一
昨
の
論
議
に
関
す
る
力
量
を
高
く
評
慨
し
、
弟
子
の
寛

印
に
忠
告
す
る
逸
話
が
あ
る
。
立
杭
本
朝
往
生
伝
』
の

条
天
皇
の
伝
に

お
い
て
「
時
に
人
を
得
た
る
こ
と
、
（
中
略
）
学
徳
に
は
源
信
・
覚
運
・

実
因
・
箆
詐
・
安
海
・
清
仲
（
中
略
）
山
首
こ
れ
天
下
の
一
一
物
な
り
」
と
当

時
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
学
僧
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

行
円
（
寛
和
二
年
（
九
八
六
）

i
永
承
一
一
年
（
一

O
四
七
）
）

t土
'B!J 

名
、
藤
一
房
法
橋
と
も
い
わ
れ
、

巻
十
一
、
豆
一
叶
品
川
伝
記
補

『
官
記
箇
掃
と
に
み
え
る
寺
門
刷
出
に
つ
い
て

録
』
巻
十
五
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
四
十
九
な
ど
に
そ
の
事
績
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
但
馬
守
源
問
挙
の
子
で
あ
り
、
国
輔
と
い
っ
た
。

そ
の
出
家

の
機
縁
は
罷
妾
の
死
で
あ
っ
た
と
い
う
。
師
は
智
静
、

心
誉
で
あ
り
、
長

久
四
年
（
一

O
四一一一）

に
法
橋
と
な
る
。
興
味
を
惹
く
こ
と
で
は
『
往
生

拾
悶
』
を
著
し
た
東
大
寺
の
永
観
は
行
円
の
甥
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

次
に
日
仏
全
本
で
挙
、
げ
る
慶
運
に
つ
い
て
は
審
ら
か
で
な
い
。

方、

小
山
本
で
挙
げ
る
慶
遥
（
正
麿
四
年
（
九
九
一
一
一
）

康
平
r七

年

（一

O
六
四
）
）

は
百
光
一
涜
と
も
号
し
た
寺
門
僧
で
あ
る
。
康

年

（一

O
五
九
）

の
仁
王
経
供
養
の
御
八
議
で
は
結
願
の
講
師
を
勤
め
、
権

少
僧
都
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
菌
城
寺
十
月
会
を
は
じ
め
と
し
た
法
会
で

は
慶
還
の
数
々
の
活
躍
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
歌
人
で
あ
っ
た
側
面
も
あ

り
、
勅
撰
和
歌
集
に
数
首
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

頼
尊
（
長
徳
四
年
（
九
九
八
）

i
康
平
七
年
（
一

O
六
回
）
）

は
被
雲

一
房
と
も
号
し
、
権
少
僧
都
ま
で
の
僧
位
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
闇

城
寺
の
論
義
で
あ
る
十
月
会
に
間

と
し
て
参
加
し
（
『
三
井
続
灯

記』）

（一

O
一一一九）

に
は
師
の
唐
一
房
法
橋
行
門
よ
り
大
法
濯

頂
良を
慶E受
（け
元て
汚く し、

ーる
年
（
『
寺
門
医
記
補
録
』
巻
十
五
）
。

一
八
）
建
仁
一
一
年
（
一
一
一

O
一一））

は
菌

城
寺
に
お
け
る
尊
星
王
法
の
法
会
に
伴
僧
と
し
て
出
仕
（
文
治
一
一
年

（
一
一
八
六
）
）

し
、
そ
の
後
は
探
題
（
文
治
六
年
（
一
一
九

O
）
）
と
も

な
り
、

関
城

長
吏
拝

に
は
呪
頭
と
し
て
出
仕
し

（
正
治
二
年

五
rA



刷
帥
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
総
一
浄
土
教
典
籍
の
研
究

（
一
二

O
O））

悶
年
に
は
圏
域
寺
の
大
学
頭
を
勤
め
、
法
眼
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
良
慶
の
著
述
に
は
三
口
問
抄
』
と
い
う

に
関
す

る
論
義
を
鎮
め
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う

（
吋
一
一
一
井
続
灯
記
』
）
。

長
舜
（
康
治
二
年
（

一四一一一）

i
嘉
禄
二
年
（
一
一
一
一
一
六
）
）
も
鮪

の
良
慶
と
同
じ
く
探
題
を
勤
め

（承元一一

ご
ニ

O
九
）
）
、
後
に
圏
域

の
大
学
頭
と
な
り
、
法
線
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
大
宝
院
で
行
わ
れ
た

吋
摩
一
部
止
観
』
の
講
師
の
一
人
と
し
て
も
選
ば
れ
て
い
る
（
建
仁
ニ

（
二
一

O
ニ
）
、
三
一
井
続
灯
記
』
）
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
簡
略
な
が
ら
『
宮
沢
西
録
』
に
み
ら
れ
る
学
僧
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
学
僧
は
、
摂
関
期
に
活
躍
が
み
ら
れ
る
慶

詐
・
行
円
・
慶
選
・
頼
尊
と
院
政
期
の
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
活
動
が

み
ら
れ
る
良
慶
・
長
舜
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿

で
は
特
に
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
環
出
は

寺
門
僧
に
お
け
る
浄
土
信
仰
を
伺
う
に
は
好
個
の
資
料
で
あ
る

伝
」
に
そ
れ
ら
の
学
僧
が
立
伝
さ
れ
、
そ
の
内
容
の
検
討
次
第
に
よ
っ
て

は
、
念
仏
…
信
仰
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の

「
往
生

倍
」
と
は
近
年
、
新
た
に
報
告
さ
れ
た
『
一
一
一
井
往
生
倍
』

の
こ
と
で
あ

る。

五
六

一、

と
寺
門
僧
の
事
績

『
一
二
井
往
生
伝
』

一
井
往
生
伝
』
と
は
田
嶋
一
夫
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
在

生
伝
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
、
教
林
文
庫
と
呼
ば
れ
る
早
稲
田
大
学
の
特

殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
も
と
は
比
叡
山
鶏
足
院
教
林
一
房
の

蔵
書
を
昭
和
一
一
一
十
二
年
に
問
図
繋
館
が
譲
り
受
け
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ

の
文
庫
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
早
稲
田
大
学
密
書
館
蔵
教
林
文
庫
図
録

稿
」
に
警
自
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
問
書
の
写
本
は
教
林
文
庫
の

み
だ
け
で
な
く
、
叡
山
文
庫
無
動
寺
蔵
本
・
叡
山
文
庫
池
田
蔵
本
の
一
一
本

が
あ
り
、
教
林
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
他
二
本
で
校
訂
し
た
も
の
が
『
続

史
伝
一
ζ

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
特
設
は
序
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

夫
日
本
往
生
倍
者
、
初
慶
保
胤
訪
於
源
信
僧
都
。
続
江
匡
一
皮
求
於
慶

朝
法
印
。
多
載
延
腐
寺
、
不
伝
諸
寺
也
。
予
難
管
見
、
頗
有
寡
開
。

先
一
溺
智
証
之
遣
問
問
、
聯
拾
菌
城
之
内
葉
、
学
学
徒
四
十
、
流
及
王
臣

八
人
。
分
二
十
四
人
、
為
上
下
二
巻
。
勤
成
一
部
。
口
方
自
三
井
往
生

倍
。
此
外
臨
浄
土
人
古
今
幾
乎
。
不
触
耳
良
、
豊
号
名
骨
会
。
願
以

此
四
十
八
人
往
生
極
楽
之
縁
。
廻
為
四
十
八
願
荘
厳
浄
土
之
因
部
己

と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、

日
本
の
往
生
伝
の
中
で
慶
滋
保
胤
『
R
本
往
生

極
楽
記
一
、

『
続
本
朝
往
生
伝
』
が
延
麿
寺
の
僧
侶
の
注
生
を

中
心
に
し
て
、
他
の
寺
践
を
額
み
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
て
、
圏
域
寺
の



門
弟
に
限
っ
て
学
侶
四
十
人
、

八
人
を
選
び
、

そ
れ
ら
の
伝
を
集
成

し
て
一
綿

し
た
と
い
う
。
縞
者
は
沙
門
昇
運
で
あ
り
、
健
保
五
年

七
）
に
成
立
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
現
存
す
る

の
は
上
巻
の
み
で

八
人
な
ど
の
行
状
を
記
し
た
下
巻
は
散
逸
し
た
ま

ま
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
吋
一
一
一
井
往
生
伝
』
に
は
智
証
大
部
門
珍
以
下
、
一
一
一
井
寺
の

活
動
の
中
心
を
担
っ
た
高
僧
が
浄
土
往
生
を
志
し
た
と
い
う
諸
伝
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
時
代
的
に
は
平
安
前
期
の
円
珍
か
ら
、
院
政
期
初
め
に
活

躍
し
た
定
選
ま
で
に
あ
た
る
。

そ
の
こ
十
四
人
の
中
に

こ
半
戎
f
J
1
 

せ
る
千
観
・
慶
一
昨
謂
梨
・
康
一
房
法
橋
行
門
・
慶
遣
の
四
人
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
慶
一
昨
の
低
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
間
関
梨
慶
一
秤
者
、
警
官
口
之
龍
猛
止
観
之
智
者
也
。
智
弁
僧
正
之
弟

子
。
源
泉
僧
正
之
師
範
会
。
（
中
略
）
長
徳
一
一

（
九
九
七
）
、
自
大

宋
鴎
多
送
新
議
。

両
門
智
徳
奉
詔
破
之
。
其
中
襲
女
成
仏
義
源
溶

述
、
閤
梨
破
之
。
長
保
四
年
（
一

O
O
ニ
）
、
於
関
白
太
政
大
臣
之

閣
下
、
覚
運
・
院
源
争
論
。
竜
宮
変
不
変
。
博
陸
以
寵
梨
両
人
為
証

誠

決
其
邪
正
。
（
中
略
）
寛
仁
一
一
一

（一

O
一
九
）

十

月

二
十
二
日
不
病
入
波
。
歳
六
十
五
突
。
ふ
由
仙
沼
忽
隠
、
法
灯
俄
消
。
其

夜
左
近
衛
大
将
藤
原
教
通
卿
夢
、
紫
雲
在
東
、
金
光
耀
中
。
楽
音
遥

語
、
指
図
行
。
有
人
告
。
一
二
井
大
関
関
梨
往
生
極
楽
之
議
乱
。
夢

覚
、
発
使
馳
間
一
一
一
井
、
昨
夜
入
滅
。
遺
弟
悲
嘆
、
遣
使
還
告
入
寂

ベ
長
市
開
銀
』
に
み
え
る
寺
門
品
閣
に
つ
い
て

将
軍
瑳
歎
具
奏
主
上
突
。

こ
れ
を
み
る
と
、
慶
一
昨
に
念
仏
信
仰
者
と
し
て
の
行
突
が
あ
っ
た
こ
と
が

容
易
に
認
識
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
さ
一
井
往
生
伝
』
が
撰
述
さ
れ
た
の
は
鎌
倉
時
代
に

入
っ
て
数
十
年
た
っ
た
健
保
年
間
で
あ
り
、
収
め
ら
れ
た
各
倍
が
そ
の
ま

ま
平
安
期
の
特
に
慶
一
昨
・
行
円
ら
の
活
躍
し
た
摂
関
期
の
事
績
を
反
映
し

た
も
の
と
捉
え
る
に
は
慎
重
な
姿
勢
が
要
求
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に

法
然
の
出
現
と
い
う
時
代
の
掴
期
の
後
だ
け
に
本
書
に
は
鎌
倉
時
代
当
初

の
浄
土
信
仰
の
隆
盛
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
逆
に
考
え

れ
ば
、
摂
関
期
の
性
生
人
の
有
様
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
た
も
の
と
は
考

え
に
く
い
だ
ろ
う
。

し
か
も
、
こ
の

一
弁
往
生
伝
』
の
特
徴
と
し
て
対

そ
の
序
に
示
す
と
お
り
、
寺
内
の
高
僧
に
関

叡
山
意
識
が
濃
厚
で
あ
り
、

す
る
控
生
を
称
揚
す
る
こ
と
が
編
纂
の
動
機
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
あ
り

の
ま
ま
の
学
僧
の
行
突
を
採
集
し
た
と
い
う
よ
り
、
編
纂
者
の
意
隈
が

各
々
の
伝
に
濃
厚
に
み
え
る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て

そ
の
よ
う
な
性
格

を
持
つ
資
料
を
無
批
判
に
受
容
す
る
こ
と
に
は
そ
れ
相
応
の
在
意
が
必
要

で
あ
る
が
放
に
、
こ
こ
に
挙
げ
た
慶
詐
の
伝
を
検
討
し
、

そ
の
背
景
と
な

る
政
（
拠
や
資
料
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
さ
一
井
往
生
伝
』
に
収
め
ら
れ
た
各
伝
の
伝
承
経
路
を
探

る
研
究
は
戒
に
播
磨
光
寿
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
今
は
そ
れ
を
参

考
と
し
な
が
ら
慶
俳
伝
の
概
略
を
示
せ
ば

ま
ず
法
統
を
示
し
師
・
弟
子

五
七



例
数
大
学
総
合
研
究
所
紀
硝
究
開
mm間
「
浄
土
数
終
結
踏
の
研
究
一

を
明
ら
か
に
す
る
こ
）
。
次
に

四
年
（
九
九
一
一
一
）

の
智
証
門
徒
の

叡
山
下
山
に
端
を
発
し
た
慶
一
怖
の
大
雲
寺
移
住
を
述
べ
、

そ
の
後
の

に
お
け
る
学
解
の
隆
盛
を
一
不
す
（
二
）
。
長
徳
一
一
一
年
（
九
九
七
）

に
宋

よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
源
清
の

女
成
仏
義
』

の
批
判
護
を
譲
述
し

（
一
一
一
）
、
長
保
四
年
（
一

O
O
一一）

に
覚
運
と
院
源
が
竜
宮
の
変
・
不
変
に

つ
い
て
論
義
を
行
っ
た
時
に
そ
の
判
定
を
担
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
マ
て
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
時
の
有
力
者
か
ら
師
と
し
て
羨
望
を
集
め
て
い
た
こ
と

（
四
）
、
寛
仁
元
年
（
一

O
一
七
）
、
閣
城
寺
に
入
寺
し
、
碩
学
竪
義
と
称

す
る
法
会
を
は
じ
め
た
こ
と

（
五
）
、
多
武
蜂
先
徳
と
し
て
有
名
な
増
賀

の
病
を
治
癒
し
た
と
い
う
こ
と

（
六
）
、
寛
弘

間
（
一

O
O
四
i

。

の
照
中
将
・
光
少
将
の
発
心
翠
（
七
）
、

寛

年

（一

O
一九）

と
な
る
。

の
慶
酢
の
往
生
（
八
）

こ
れ
ら
の
な
か
、
こ
）

か
ら
（
六
）

ま
で
の
話
は
『
圏
域
寺
伝
記
』

主
守
門
伝
記
補
録
』

に
間
話
が
み
え
、
慶
一
怖
の
伝
と
し
て
向

一
の
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
が
、

そ
れ
ら
は
中
世
を
く
だ
る

諸
伝
記
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
七
）

の
説
話
の
み
は
読
政
期
末
成
立
の

『
今
鏡
』
に
同
じ
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
多
少
、
時
代
を

遡
る
も
の
の
『
三
井
往
生
伝
』
の
慶
一
砕
法
の
大
半
は
後
役
の
寺
伝
や
高
僧

伝
と
内
容
が
一
致
し
、
慶
詐
の
活
躍
し
た
同
時
代
の
資
料
か
ら
一
袋
付
け
ら

れ
る
も
の
は
概
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
で
は
肝
心
の
慶
一
昨
の
往
生
欝
に
つ
い
て
は
ど
う
い
っ
た
典
拠
を
見

五
／＼ 

い
だ
せ
る
だ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
播
磨
氏
の
研
究
で
は
そ
う
い
っ
た
資

料
と
し
て
吋
扶
桑
略
記
』
（
寛
治
八
年
（
一

O
九
四
）
頃
成
立
）
並
び
に

一
“
問
裟
縛
抄
』
の

一
明
毘
略
倍
」
を
指
捕
し
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
れ
よ

り
先
行
す
る
こ
と
約
半
世
紀
の
づ
小
名
記
』
の

に
次
の
よ
う
な
一
節

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

一」

（一

O
一
九
）
十
二
月
五
日
条
。

寛
仁

大
納
言
云
、
昨
向
一
一
一
井
寺
、
為
訪
慶
幹
闇
梨
病
、
愁
以
相
逢
、
非
危

急
人
、
然
而
彼
関
梨
云
、
今
日
可
難
過
者
、

一
談
後
即
帰
送
、
左
大

将
一
去
、
今
韓
夢
慶
閣
梨
詣
極
楽
之
想
、
子
日
可
入
滅
者
、
明
日
殿
、

玄
（
夢
駄
極
麦
、
大
鉢
、
色
々
雲
内
天
人
音
唱
、
空
中
有
船
、

々
中
裁

格
、
是
慶
閣
梨
迎
極
楽
云
々
。

二
十
四
日
、

（
中
略
）
宰
相
来
一
去
、

一
昨
慶
砕
間
関
梨
遷

丙
午
、

化
、
年
六
十
七
。

『
小
右
記
』
と
は
一
平
安
中
期
に
記
さ
れ
た
日
記
で
あ
り
、
藤
原
実
資
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
寛
仁
一
一

（一

O
一
九
）
十
二
月
五
日
の

に
大

純
一
一
一
一
口
藤
原
公
任
が
先
日
、
病
に
か
か
っ
た
と
い
う
慶
鮮
の
見
舞
い
に
い
っ

て
き
た
こ
と
、
病
状
は
大
事
に
至
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

旨
が
記
さ
れ
、
続
い
て
向
日
に
左
大
将
藤
原
教
通
が
慶
砕
が
極
楽
に
迎
え

ら
れ
る
夢
を
み
た
と
い
う
話
が
倍
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
二
十
四
日

に
宰
相
が
来
て
、

昨
日
に
慶
一
怖
が
遷
化
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た

と
い
う
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
な

小
右
記
』

は
さ
き
ほ
ど
挙
げ
た

一
井
往
生

の

の
慶
砕
伝
の
往
生
と
比
べ
る
と
ど
う
い
っ
た
点
が
異
な
る
の
か
。

古
4m

ず
、
入
滅
の
日
は
河
じ
だ
が
、
慶
併
の
生
生
の
有
様
を
夢
に
み
た
と
い
う

藤
原
教
通
の
夢
の
臼
時
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
可
－

で
l主

十
二
月
五
日
の
記
事
に
そ
の

入
れ
ら
れ
、
慶
鮮
が
往
生
す
る
予
兆

と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
さ
二
弁
生
生
伝
』
で
は
そ
の

l主

慶
一
昨
の
往
生
し
た
夜
に
あ
た
り
、

と
し
て
そ
の
夢
の
姿
は

井
大
阿
閤
梨
の
極
楽
往
生
の
儀
で
あ
る
と
い
う
解
説
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

で
、
慶
俳
の
臨
終
の
瑞
相
が
確
閣
と
し
た
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、

ど
ち
ら
の
記
述

が
慶
一
昨
の
入
滅
の
有
様
と
し
て
実
像
に
近
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
陪
時
代
の
歴
史
事
象
を
書
き
記
す
ロ
デ
記
と
後
世
の
あ
る
時
期
に
特
定

の
視
点
か
ら
集
成
し
諜
述
さ
れ
た
編
纂
物
で
は
資
料
と
し
て
の
価
値
に
自

ず
か
ら
差
が
生
じ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
故
に
こ
こ
で
の

慶
詐
の
往
生
に
関
し
て
、
『
小
右
記
』
の

の
方
が
当
時
の
姿
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
る
ほ
う
が
穏
当
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
慶
酢
の
往
生
と

は
慶
砕
自
身
の
行
実
に
直
結
し
た
内
容
と
い
う
よ
り
、
貴
族
ら
の
印
象
や

伝
間
関
に
よ
り
成
り
立
っ
た
間
接
的
な
事
柄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う

い
っ
た
意
味
か
ら
慶
詐
自
身
に
極
楽
往
生
を
志
願
し
た
姿
勢
が
あ
る
の

か
、
と
い
っ
た
確
証
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

明
－
ご
叩

J

、

や
J
、ナ
J
7
L

平
安
期
の
「
往
生
伝
一

に
立
伝
さ
れ
た
寺
門
僧
は
皆
無
で
は
な
い
。
次
に

円
官
民
商
品
部
』
に
み
与
え
る
寺
内
向
凶
に
つ
い
て

あ
げ
る
大
江
匡
房
撰
『
続
本
朝
金
生
倍
』
の
劫
慶
伝
で
あ
る
。

の
や
の
人
、
大
概
帰
伏
せ

沙
門
助
慶
は
、
関
城
寺
の
碩
学
な
り
。

ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
劇
相
時
間
四
割
）
の
弟
毛
出
加
。
随
心
院
に
住
し

て
、
偏
に
後
生
を
求
め
た
り
。
長
く
名
聞
を
措
ち
て
、
念
仏
議
経
、

併
な
が
ら
極
楽
に
資
せ
り
。

た
だ
怒
ふ
る
と
こ
ろ
は
倍
法
深
義
の
こ

と
に
依
り
て
、
後
生
の
群
集
す
る
な
ら
く
の
み
。
臨
終
正
念
に
し

て
、
瑞
相
太
だ
多
し
。

こ
の
助
慶
は
伝
の
述
べ
る
と
お
り
慶
詐
の
弟
子
で
あ
り
、

ほ
ぼ
両
内
容
の

記
事
が
『
一
一
一
井
往
生
法
』
に
も
立
伝
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
入
宋
僧
の
成
尋

も
寺
門
僧
で
あ
り
、
助
慶
と
同
じ
く
吋
続
本
朝
往
生
倍
』
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
寺
門
僧
の
な
か
で
も
摂
関
期
に
比
較

的
近
い
時
期
か
ら
浄
土
信
抑
者
が
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、

慶
鮮
の
弟
子
が
浄
土
を
志
願
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
師
匠
で
あ
る
慶
一
昨
に

も
同
様
の
立
場
を
み
こ
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

そ
れ

は
あ
く
ま
で
都
合
の
よ
い
推
測
に
過
ぎ
ず
、

所
載
の
寺
門
僧

は
平
安
期
成
立
の
「
能
生
伝

に
立
伝
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
併
せ
て

そ
れ
ら
の
学
僧
が
念
仏
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
念
を
拭
え
な
い
。

ま
た

上
述
の
よ
う
に
さ
ニ

か
ら
所
載
の
学
僧
の
行
突
を
把
握
す
る

の
に
も
、

そ
の
信
患
伎
は
中
世
に
一
編
纂
さ
れ
た
「
窓
生
伝
」
と
い
う
性
格

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
個
々
の
具
体
的
な
事
績
が
実
像
と
か
け
離
れ

て
い
る
可
能
性
も
多
分
に
あ
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

五
ブL



帥
抑
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
別
冊
一
浄
土
教
典
絡
の
研
究

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
寺
伝
や
往
生
伝
な
ど
の
後
世
の
編
纂

物
以
外
に
一
長
西
録
』
に
で
る
寺
内
僧
の
事
跡
を
侍
え
る
資
料
は
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。

平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
古
写
経
・
聖
教
が
諸
々
の
古
寺
読
に
現
在
に

至
っ
て
も
大
切
に
保
管
さ
れ
、
多
数
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中

に
訓
点
の
施
さ
れ
た
資
料
、
す
な
わ
ち
制
点
資
料
が

に
お
け
る

貴
重
な
も
の
と
し
て
注
目
を
浴
び
、

そ
れ
ら
を
対
象
と
し
た
調
査
・
研
究

が
精
力
的
に
続
け
ら
れ
、
大
き
な
成
果
を
み
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
後
世

の
資
料
の
よ
う
な
伝
写
過
程
に
お
け
る
誤
写
や
改
変
が
少
な
く
、

そ
の
時

代
の
様
相
を
考
察
す
る
に
は
最
良
の
資
料
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な

資
料
の
中
に
慶
一
昨
・
行
丹
の
名
が
あ
り
、

ま
た
彼
ら
に
迫
る
時
代

さ
れ
た
も
の
が
多
く
現
存
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
商
墓
点
と
い
う
名
称
の

つ
け
ら
れ
た
訓
点
を
も
っ
資
料
群
が
あ
る
。
密
裏
一
点
と
は
星
点
が
右
上
間
的

一
こ
、
お
辺
中
央

シ
」
、
右
辺
隅
「
ハ
」
、
上
辺
中
央

カ
一
と
い
っ
た

ヲ
コ
ト
点
に
よ
る
符
号
が
付
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、

そ
れ
が
施
さ
れ
た
剖

点
資
料
は
基
本
的
に
圏
域
寺
の
僧
侶
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
数
あ
る
ヲ

コ
ト
点
の
系
統
の
中
で
パ
タ

i
ン
が
閤
定
化
し
た
も
の
と
し
て
は
ニ
番
目

に
古
く
、
南
部
の
法
相
宗
が
用
い
た
喜
多
院
点
、
東
大
寺
の
僧
侶
が
用
い

た
東
大
寺
点
、

の
円
堂
点
な
ど
よ
り
、

そ
の
定
着
は
先
行
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

。

で
は
実
際
に
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に

所
載
の
僧
侶
が
古
訓

点
資
料
に
出
て
く
る
の
か
。
そ
の
点
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
に
次

の
資
料
の
奥
警
に
注
目
し
た
い
。

高
別
行
儀
軌
』

高
野
山
持
明
院

i姑

・
朱
点

寛
仁
二
年
（
一

O
一八）

八
月
二
十
日
以
麿
院
蔵
本
写
了
才
一
〕
（
行

円
）
始
寛
仁
、
年
冬
比
於
龍
雲
一
房
時
々
点
得

間
四
年
（
一

O
一一

O
）
正
月
一
日
享
了
仏
子
手
口
（
行
円
）
記

間
受
興
産
一
男

千
算
供
奉

ま
ず
、
高
野
山
持
明
院
に
蔵
さ
れ
て
い
る
『
別
行
儀
軌
』
の
奥
帝
一
一
同
一
に
唐

一
房
法
橋
行
円
の
名
が
確
認
で
き
る
。

い
ま
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
寛
仁

年
（
一

O
一八）

に
潤
城
寺
唐
慌
の
所
蔵
本
を
用
い
て
こ
の
『
別
行
犠

軌
』
を
書
写
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

翌
年
の
年
初
の
噴

イコ

ま
り
竜
雲
一
房
慶
一
昨
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
、
点
を
得
た
と
あ
る
。
こ
の
点
と
は

の
訓
説
を
習
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
奥

訓
点
の
こ
と
で
あ
り

い
え
る
。
そ
し
て
、

の
寛
仁
四
年
（
一

O
二
O
）、

正
月
一

翌
々

尽
に
そ
の
法
授
を
終
え
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
時
に
慶
詐
の
弟
子

で
あ
っ
た
千
算
（
主
マ
門
倍
記
補
録
』
十
五
《
『
日
仏
全
』
第
一
二
七
巻
、

一
四
五
頁
》
）
も
陪
じ
く
受
法
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

さ
て
、

」
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
つ
あ
る
。

ま
ず
は
奥
蓄
に
示
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
行
円
は
千
算
と
と
も
に
慶
一
昨
に
部
点
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
両
者
の
具
体
的
な
舗
弟
関
係
が



見
て
と
れ
る
と
思
う
。

も
う
ひ
と
つ
は
前
節
で
取
り
あ
げ
た
『
小
右
記
』
に
お
け
る
慶
詐
の
往

生
の
時
期
を
想
起
す
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
。
『
小
右
記
』
で
は
寛
仁
一
一
一
年

（一

O
一九）

の
十
二
月
五
臼
の
記
事
に
大
納
言
藤
原
公
任
が
病
中
の
慶

一
怖
を
見
舞
い
し
、
向
日
に
左
大
将
（
藤
原
頼
通
）
が
慶
一
昨
の
往
生
す
る
姿

を
夢
に
み
た
と
い
う
話
を
潤
い
た
と
記
録
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

そ
の
後

の
同
月
二
十
四
日
の
記
事
で
、

そ
の
一
昨
日
、

つ
ま
り
は
二
十
二
日
に
慶

併
が
遷
化
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
そ
こ
に
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
『
別

行
犠
軌
』
の
伝
授
奥
蓄
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
行
円
は
数
日
後
に
は
入
寂

ず
る
間
際
の
慶
一
昨
か
ら
訓
説
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
り
、
遷

化
し
た
十
日
後
に
は
伝
了
し
た
こ
と
を

1う1

「
岡
田
年

す
奥

（一

O
ニ
O
）
正
月
一
日
享
了
仏
子
ノ
イ
己
（
行
円
）
記
」

に
あ
た
る
と
み

る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

ま
さ
に

そ
の
時
分
の
端
的
な
息
遣
い
が
反
映
さ
れ
た
誤
点
資
料
は
、
学
僧
の
行
実

を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
大
変
有
効
な
も
の
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
挙
、
け
る
奥
官
官
一
は
『
金
測
頂
聡
伽
蓮
華
部
心
念
講
犠
軌
』
で
あ
る
。

吋
金
制
頂
聡
蜘
蓮
華
部
心
念
講
犠
軌
』

巻

石
山
寺

（
校
倉
聖
教
十
五
函
一

朱
点

一3点
本
一
玄
此
聡
伽
者
万
寿
一
一
一
年
（
一

O
二
六
）
五
月
ニ
十
七

日
為
首
於
唐
院
法
橋
大
問
閤
梨
座
下
葉
受
関
当
初
読
本
英
一
狼
藷
伯
新

（
朱
書
）

抄
写
備
遺
忘
耳

頼
尊
記

（
以
下
省
略
）

．
長
国
間
保
持
』
に
み
え
る
寺
門
僧
に
つ
い
て

こ
の
資
料
の
朱
点
奥
書
に
は
万
寿
一
一
一
年
（
一

O
一一六）

に
頼
尊
が
唐
院

法
橋
大
阿
隠
梨
、
す
な
わ
ち
行
円
法
橋
に
従
っ
て
、
訓
説
を
倍
授
し
た
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
頼
尊
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
「
長
西
録
』

で

27仙
仏
一
一
一
味
記
』
の
著
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
被
雲
房
頼
尊
の
こ
と
で

あ
る
。」
の
よ
う
に

で
研
究
対
象
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
訓
点
資
料

に
の
こ
さ
れ
て
い
る
伝
授
奥
警
か
ら
も
唐
房
法
橋
行
円
と
被
雲
一
房
頼
尊
が

師
弟
の
間
柄
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
で
き
る
。
そ
れ
は
訊
説
の
授
受

を
媒
介
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
世
に
様
々
な
資
料
を
用
い
て
編
纂

し
た
寺
伝
や
低
法
の
間
柄
や
伝
受
の
経
路
を
示
す
血
統
と
は
異
な
り
、
訓

点
資
料
に
は
倍
々
の
間
柄
に
肉
追
す
る
よ
う
な
出
来
事
を
読
み
込
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
は
驚
嘆
す
べ
き
惑
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
間
関
城
寺
に
関
す
る
訓
点
資
料
の
全
般
を
分
析
し
た
な
ら

ば
、
慶
一
鮮
や
行
円
に
他
の
学
僧
と
は
違
っ
た
、

よ
り
重
要
な
地
位
が
あ
っ

た
こ
と
を
看
取
で
き
る
と
い
う
成
果
も
あ
る
。
そ
れ
は
こ
こ
で
取
り
あ
げ

て
い
る
吋
金
融
頂
議
制
蓮
華
部
心
念
講
儀
軌
』
の
現
存
写
本
の
訓
説
を
い

く
つ
か
精
査
し
た
中
で
得
ら
れ
た
知
見
で
あ
る
。
そ
の
研
究
に
よ
る
と
、

院
政
期
の
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
吋
金
剛
頂
議
伽
蓮
華
部
心
念
諦
儀

軌
』
の
訓
読
法
は
、

も
と
は
一
種
類
の
訓
設
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
源
と
し
て
ひ
と
つ
の
祖
点
が
確
密
と
し
て
存
在
す
る
と
い

ぅ
。
そ
し
て
、
実
は
そ
の
極
点
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が

の
大



係
数
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
m
叩
「
浄
土
数
典
絡
の
研
究

河
鹿
梨
慶
一
瞬
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
点

を
考
慮
す
る
と
、
寺
内
派
に
お
け
る
慶
一
怖
の
影
響
は
少
な
か
ら
ざ
る
も
の

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
行
円
に
い
た
っ
て
は
、

そ
の
慶
幹
の
訓
説
を
べ
！
ス
と
し
な
が

ら
、
部
分
的
に
改
変
を
加
え
た
も
の
が
陪
様
に
継
承
さ
れ
て
い
た
と
い
う

実
態
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

後
世
の
寺
門
僧
に
お
け
る
慶
一
昨
や
行
丹
へ
の
こ
の
よ
う
な
注
目
は
次
の

に
も
あ
ら
わ
れ
て
る
。

吋
六
字
神
兇
王
経
』

巻

広
島
大
学

朱
点

（
爽
堂
開
）
本
云
長
治
元
年
（
一
一

O
四
）
料
六
二
十
六
日
航
申
班

ノ
誤
ヵ
）
青
蓮
院
東
廊
南
面
以
稔
雲
均
九
附
回
開
封

於
左
衛
宋
（

自
点
御
本
書
写
之
皐

O
四
五
）

猷
乗
記
之

八
月
二
十
三
日
以
法
矯
御
一
房
「
（
右

同
本
以
移
点
了

校
了

本
一
五
寛
徳
一
一
年
（

傍
補
入
）
唐
一
房
行
円
御
率
也
」
本
於
乗
々
坊
東
口
（
頼
覚
）
写
了
山
中

酉
之
際

（
朱
謹
百
）
永
承
参
年
（
一

O
四
八
）
十
一
月
一
日
依
奉
披
雲
奉
読
了

B
記
位
一
寸
如
書
写
本
（
以
上
本
奥
妻
、
以
下
、
省
略
）

こ
ち
ら
の

は
転
写
を
経
た
中
で
加
え
ら
れ
た
奥
警
が
前
後
し
て
い

る
た
め
、

そ
の
過
程
を
詳
縮
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ

か
ら
竜
雲
一
汚
慶
一
幹
の
訓
説
が
後
世
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
の
伝
来

に
唐
一
房
法
橋
行
内
の
写
本
も
同
時
に
用
い
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
被
雲
房
頼
尊

一」ノ、

よ
り
倍
受
さ
れ
た
倍
本
も
そ
の
対
校
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る

だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
摂
関
期
に
お
け
る
学
僧
の
様
相
を
如
実
に
映
す
資
料

か
ら
、
慶
併
行
円
頼
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
師
弟
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ

か
り
、
問
時
に

の
大
阿
関
梨
慶
一
昨
と
は
寺
門
派
の
学
解
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
重
要
な
学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
識
で
き
る
と
思
う
。

ま
た
行
内
に
も
同
じ
よ
う
に
国
語
学
史
的
な
観
点
よ
り
注
目
す
べ
き
こ

そ
れ
は
割
譲
察
本
『
類
東
名
義
抄
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
行

円
の
和
訓
で
あ
る
。
図
書
察
本
『
類
東
名
義
抄
』
と
は
平
安
末
期

と
が
あ
る
。

さ
れ
た
部
首
別
漢
和
辞
典
で
あ
り
、
引
用
骨
一
一
回
の
範
簡
と
喜
多
院
点
が
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
法
相
宗
関
係
の
僧
侶
に
よ
る
編
纂
と
さ
れ
て
い
る
。

現
存
の
諸
本
に
は
、
原
撰
本
に
あ
た
る
国
書
寮
本
と
改
編
本
の
観
智
院
本

（
天
理
国
書
館
）
な
ど
が
あ
り
、
完
本
で
あ
る
観
智
院
本
は
仏
、
法
、
僧

の
一
一
一
部
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
図
書
寮
本
は
法
部

帖
の
み
が
現
存
し

て
い
る
。
そ
れ
は
全
体
の
約
五
分
の
一
と
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
図
警
察
本
宗
明
東
名
義
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
和
訓
の
う
ち
、
行
円

に
関
す
る
も
の
は
六
例
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
「
シ
ツ
カ
ナ
リ
」

の
掲

裁
笛
所
を
挙
げ
る
と

i白
湘

川
（
和
名
類
東
抄
）

不
自
棺

文
選
姉
説
佐
々
良
奈
美
也

上
禾
（
和
）
度
末
利

切
韻
）

一
広
紛
泊
飛
悉
克

（
玉
篇
）
云
上
船
也
白
克

ト
ド
マ
ル
集
（
自
氏
文
集
）
刊
行
内
刑
判
引
が
川
口

玉

東
（
東
宮



也
下
三忘
ヱミ

苧
也

（
季
締
切
韻
）
一
去
保
留

と
、
一
泊
湘
一
と
い
う
熟
語
に
対
し
、
「
和
名
類
緊
抄
』

円
東
宮
切

韻
』
な
ど
を
用
い
な
が
ら
字
義
・
音
訓
を
示
し
、

万
葉
仮
名
や
片
仮
名
に

よ
っ
て
読
み
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
個
々
の
文
字
に
分
解
し
て

と
「
湘
」

に
つ
い
て
の

字
義
、
和
制
酬
を
も
述
べ
て
い
る
。

」
れ
ら
の
な
か

上
の
｛
子
三
市
」

の
読
み
と
し
て
「
シ
ツ
カ
ナ
リ
」
と
す

る
の
が
行
円
に
よ
る
訓
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
円
の

和
制
酬
は
他
に
全
部
で
五
割
あ
る
。

一
憶
」
を
一
オ
モ
フ
」
、
「
等
比
」
を

「
タ
ト
ヒ
」
、
「
態
敷
」

の
「
敷
」

を
「
ネ
ム
コ
ロ
三
、
「
踊
」

を

フ

ム
」
、
一
ー
怖
取
」

の
一
怖
」
を
「
ヤ
フ
サ
カ
ル
」
と
い
う
読
み
が
行
円
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
『
類
緊
名
義
抄
』
は
伝
え
て
い
る
。
ま
た
字
音

に
つ
い
て
も
行
円
に
よ
る
和
音
と
し
て
五
慨
を
挙
げ
、
更
に
は
四
戸
点
に

関
す
る
独
自
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
も
解
明
さ
れ
て
お
り
、
先
述
の
慶
粋
だ

け
で
な
く
、
行
円
も
語
学
史
的
な
観
点
か
ら
摂
関
拐
の
寺
門
派
を
代
表
す

る
よ
う
な
学
僧
で
あ
っ
た
点
を
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

一一一、

大
間
関
梨
慶
酔
と
唐
一
局
法
橋
行
円

そ
れ
で
は
ひ
る
が
〉
え
っ
て
『
長
一
四
録
』
に
示
さ
れ
た
慶
酢
の
芝
山
）
に
つ

い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

そ
の
前
…
に

の
慶
砕
の
著
述
に
関
し
て
一
つ
注
意
す
る
こ
と

官
民
感
指
部
会
一
に
み
え
る
寺
内
憾
に
つ
い
て

が
あ
る
。

の
場
合
と
「
拘
弥
陀
観
私
記
」

そ
れ
は
先
述
し
た
と
お
り
、
慶
一
軒
の
著
述
に
は
「
西
方
要
観
」

の
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
系
統
が
異
な
る
『
長
西
録
』
に
よ
っ
て
生
じ
る
相
違
で
あ
る
が
、

は
た
し
て
、

ど
ち
ら
の
記
述
に
信
濃
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
確
認

【
日
仏
全
本
】

す
る
た
め
に
両
者
を
説
記
し
て
み
る
と
、

西
方
要
観

陣
弥
陀
観
私
記

九
品
往
生
所
作

【
小
山
本
｝

西
方
要
観

可
五
七
讃
r
h
日

v
p
E
J
R
u
r相
留
ま
1
一一員

九
品
往
生
所
作

巻

慶
詐
閤
梨

巻巻

失
名

巻

問

一
巻

慶
一
昨
関
梨

巻

失
名

と
、
日
仏
全
本
で
は
「
西
方
要
観
」
を
慶
一
幹
の
著
述
と
す
る
の
に
対
し
、

小
山
本
で
は
同
蓄
の
撰
者
を
一
！
問
」
と
し
て
前
項
に
挙
げ
る
実
範
、
す
な

わ
ち
中
川
少
将
蓮
実
一
房
実
範
の
も
の
と
し
、
「
阿
弥
陀
観
私
記
一
を
慶
詐

の
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
相
違
か
ら
は
ど
ち
ら

の
著
述
が
慶
酢
の
も
の
か
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

一
一
一
井
大
阿
闇
梨
慶
酔
者
、

慶
称
の
伝
を
播
い
て
み
る
と
次
の
記
述
に
注
意
が
向
く
だ
ろ
う
。

（一

O
一
九
）
十

月
二
十
ニ

日
戊
時
於
龍
雲
一
房
化
。
件
夜
大
納
言
之
左
大
将
藤
原
教
通
見
夢
。
従

一」ノ、



紳
問
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
西
宮
刷
出
m
間
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
一

東
山
紫
雲
聾
、
菩
薩
聖
衆
前
後
音
楽
、
指
西
方
行
之
。
主
上
階
下
見

之
。
有
人
問
、
是
慶
酢
閣
梨
之
往
生
極
楽
也
。
以
夢
告
奏
達
了
。

禾
云
一
一
一
弁
明
一
佐
也
。
私
記
口
決
雄
一
寸
多
。
以
彼
為
最
。
云
々

こ
れ
は
出
向
裟
縛
抄
均
の
「
明
匠
略
伝
」

（お）

に
怯
え
る
慶
一
肺
倍
の
一
節
で

あ
る
。
前
半
は
前
節
で
と
り
あ
、
け
た
「
小
右
記
』
の
慶
鮮
の
往
生
を
教
え

る
部
分
と
類
似
す
る
が

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

一
井
往
生
伝
』
と
そ
の

内
容
は
一
致
す
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
後
半
部
分
は
こ
の
一
明
佳
略

に
し
か
み
ら
れ
な
い
独
自
の
記
事
で
、
私
記
や
口
決
の
類
を
作
成
す

る
者
達
の
中
で
は
慶
↓
怖
が
も
っ
と
も
多
く
作
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
法
来
の
異
な
る
『
長
西
録
』
向
土
の
潤
で
著
述
と
著
者
に

相
違
が
生
じ
る
開
題
は
同
じ
寺
内
僧
の
著
述
と
し
て
挙
げ
る
「
念
仏
三
昧

に
つ
い
て
も
お
こ
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
「
念
仏
一
一
一
味
記
ー
一

の
廿
者

者
と
し
て
「
慶
運
」
と
す
る
日
仏
金
本
の
記
述
と
「
慶
選
」
と
す
る
小
山

本
の
も
の
に
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
相
違
に
関
し
て

ど
ち
ら
の
記
述
が
信
患
性
を
も
つ
か
と
若
干
の
確
認
を
す
る
と
、
両
者
に

は
そ
の
締
法
に
一
三
井
」
と
あ
る
と
お
り
、
閤
城
寺
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
故
に
、
慶
運
や
慶
還
と
い
う
名
を
寺
内
僧
の
聞
で
探
索
す
る

と
管
見
の
限
り
で
は
慶
運
と
い
う
名
の
僧
侶
は
見
出
ぜ
な
い
。
そ
れ
に
対

し
、
慶
遣
は
既
に
言
及
し
て
い
る
と
お
り
、
認
i

安
中
期
の
寺
門
僧
の
慶
選

を
指
す
と
思
わ
れ
、
更
に
慶
一
昨
と
師
弟
関
係
も
認
め
ら
れ
る
学
僧
で
あ

り
、
司
－
三
井
住
生
伝
』
で
も
そ
の
伝
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
故
に
一
念
仏

ノ＼

四

一一一味記）

の
著
者
は
慶
遣
で
あ
る
と
の
見
方
に
信
濃
性
の
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
同
時
に
小
山
本

の
記
述
が
し
ば
し
ば
B
仏
全
本
の
そ

れ
を
訂
正
し
、
補
う
こ
と
に
有
効
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か

る
。
慶
一
昨
の
著
述
で
い
え
ば
「
西
方
要
観
」

一
阿
弥
陀
観
私
記
」
と
い
う

い
の
中
で
後
者
の
ほ
う
が
慶
一
昨
の
著
述
と
し
て
妥
当
性
を
も
つ
も
の
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
陀
弥
柁
観
私
記
』
を
慶
酢
の
も
の
と
し
て
も
現
存

す
る
典
籍
に
該
当
す
る
も
の
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
書
名

か
ら
推
測
し
て
阿
弥
陀
仏
を
観
想
す
る
私
記
と
し
た
場
合
、

ど
う
い
っ
た

内
容
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
慶
一
昨
の
教
え
と

い
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

慶
砕
の
教
説
と
し
て
次
の
『
沙
石
集
』
（
弘
安
六
年
（
一
二
八

立
）
に
載
せ
る
も
の
が
あ
る
。

成

弁
の
大
問
臨
梨
慶
併
は
顕
密
の
明
匠
也
。
山
の
西
坂
本
の
人
宿
の

地
蔵
堂
の
柱
に
、
「
法
蔵
比
丘
の
昔
の
資
、
地
蔵
沙
門
の
今
の
形
、

蔵
の
字
思
あ
わ
す
ベ

と
書
り
。
寛
印
の
供
奉
是
を
見
て
書
取

て
、
柱
を
け
づ
り
け
り
と
一
去
り
。
弥
陀
・
地
蔵
一
体
の
習
し
れ
る
人

な
る
べ
し
。

こ
れ
は
慶
引
怖
が
西
坂
本
の
地
蔵
堂
の
柱
に
法
蔵
菩
麗
と
は
地
蔵
菩
薩
の

前
身
で
あ
っ
て
、

そ
の
理
由
は
蔵
の
字
が
共
通
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
を
を
よ
く
よ
く
思
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
を
柱
に
書
き
刻
ん
だ



と
い
う
記
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
後
に
源
信
の
弟
子
で
も
あ
り
、
慶

併
の
伝
の
議
義
に
関
す
る
低
承
で
登
場
す
る
寛
印
供
奉
が
そ
の
部
分
を
削

り
と
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
併
に
地
蔵

と
阿
弥
陀
仏
を
間

つ
ま
り
地
蔵
弥
詑
一
体
説
が

視
す
る
見
方
、

あ
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
地
蔵
弥
陀
一
体
説
と
は
初
期
真
宗
教

の
成
立
に
大
き
な
役
説
を
担
っ
た
存
覚
の
『
諸
神
本
懐
集
b

にい日

地
蔵
菩
藍
は
、
地
蔵
・
法
蔵
、
間
体
異
名
な
り
。
地
蔵
と
弥
陀
と
も

と
よ
り
間
体
な
る
が
ゆ
へ
に
、
弥
詑
の
名
号
を
と
な
へ
ば

か
の
御

」
こ
ろ
に
か
な
は
む
こ
と
、

う
た
が
ひ
な
し

と
あ
る
と
お
り
、

そ
れ
な
り
に
知
ら
守
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

ま

た
新
義
真
吾
一
口
教
学
の
大
成
者
の
頼
稔
（
嘉
謙
一

（
一
一
一
二
六
）

i
嘉
元

の
「
不
空
頴
索
法
」
（お）

次
の
よ
う
な
三
井
大
阿
寵
梨
慶
一
昨
の
説
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。

一
年
（

の
『
薄
草
紙
口

一O
四））

の
中
に

問
、
次
第
井
経
中
冠
中
有
弥
陀
一
五
々

興
揺
寺
南
円
堂
御
作
不
空
頴

索
冠
中
安
比
丘
像
。
棺
違
如
何
。
（
細
注
略
）

者
法
蔵
比
丘
也
。
賢
蔵
比
丘
即
地
蔵
也
。
弥
陀
変
身
即
地
蔵
菩
麓

歎
。
地
蔵
弥
陀
一
体
可
習
之
o
J
「
一
」
矧
対
間
関
調
関
閥
、
毎
日
所
作
到

開
制
出
也
。
最
後
終
駕
時
不
会
期
故
、
課
弟
子
相
同
桜
橋
、
令
修

彼
。
行
円
入
持
仏
堂
、
進
仏
前
時
、
拝
引
例
報
端
割
問
骨
骨
酷
鰯
也
。
難
不

街
ロ
云
、
彼
比
丘
像

不審
審、
。修

慶弥
称陀
以法
外墜
感静

心毒
草壁
掛 iflf
蔵；空

間昔
出来
連!!01 ノ一二 1T
万円
致
本
尊
相
違

私
一
去
、
大

長
問
品
問
中
に
み
え
る
寺
門
品
闘
に
つ
い
て

部
御
筆
官
同
尾
長
陀
羅
、
観
音
院
不
空
鶏
索
頭
上
安
羅
髪
形
仏
像
文

筆
作
雄
異
南
大
部
造
書
也
。
相
違
如
何
。
然
為
令
知
弥
陀
地
蔵
是

体
造
画
別
形
欺
。
御
自
筆
一
裳
云
、
陣
弥
陀
地
蔵
同
体
也
。
弥
陀
化
度

利
生
尚
不
飽
足
。

」
れ
に
よ
れ
ば
慶
鮮
は
毎
臼
、
弥
陀
行
法
を
修
し
て
い
た
と
い
う
。

そ

し
て
、

そ
の
普
段
の
弥
陀
行
法
に
地
蔵
菩
薩
を
用
い
て
、
何
弥
陀
仏
の
仏

像
は
用
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
も
、
前
節
で
考
察
し
た
唐

一
涜
法
橋
行
円
と
の
間
柄
が
師
弟
の
関
係
で
説
か
れ
、
修
行
の
満
了
を
行
内

に
在
せ
て
い
る
。

」
の
こ
と
か
ら
こ
の
吋
薄
草
紙
口
決
』
の
記
事
は
後

役
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
両
者
の
関
係
で
も
、

そ
の
親
近
さ
が
と
り
わ
け
伺

に
み
え
る
『
詞

え
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
『
長
西
録
』

弥
陀
観
私
記
』
の
内
容
が
こ
の
よ
う
な
地
蔵
弥
陀
一
体
説
が
説
か
れ
る
よ

う
な
も
の
と
は
た
し
て
い
え
る
の
か
。

こ
の
点
は
前
節
の
中
世
に
入
っ
て
一
編
纂
さ
れ
た
さ
一
井
住
生
伝
』
の
場

ム
ロ
と
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
薄
草
子
口
決
』
の
記
述
も
中
世
に

伝
承
さ
れ
た
様
々
な
資
料
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
摂
関

期
の
慶
酢
の
も
の
と
し
て
見
込
む
よ
う
な
速
断
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
こ
で
は
、
鎌
倉
期
の
中
墳
の
頼
稔
の
頃
に
は
、
地
蔵
弥
陀
一
体
説

が
慶
粋
に
帰
せ
ら
れ
る
よ
う
な
倍
承
が
あ
っ
た
こ
と
ま
で
は
わ
か
る
。

そ

れ
で
は
こ
の
説
の
淵
源
は
ど
の
程
度
ま
で
遡
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

通
常
に
は
阿
弥
陀
仏
と
地
蔵
菩
醸
の
関
係
は
阿
弥
陀
仏
を
取
り
閤
む
聖

六
五



品
開
品
拡
大
学
総
合
研
究
所
紀
南
京
別
限
「
浄
土
教
典
絡
の
研
究

衆
と
し
て
知
ら
れ
る
。
慶
一
昨
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
学
僧
の
中
で
吋
拐
厳

院
二
十
五
三
昧
呪
翌
十

A
F
に
も
名
が
み
え
る
覚
超
（
九
六

O
i

四
）
の
著
述
に
詰
茎
基
調
式
』
が
あ
る
。
こ
の
議
式
に
お
い
て
は

帰
依
す
る
仏
を
挙
げ
る
な
か
、
問
弥
陀
仏
を
主
尊
と
し
、
聖
衆
と
し
て
観

－
勢
至
菩
薩
・
弥
勤
菩
薩
・
地
蔵
菩
麗
を
並
列
的
に
捉
え
、

そ
れ

ぞ
れ
の
菩
薩
が
も
た
ら
す
詣
徳
を
讃
嘆
し
て
い
る
。
ま
た
、
檀
那
院
覚
運

に
よ
る
も
の
と
知
ら
れ
る
『
愈
仏
宝
号
」
一
に
も
釈
迦
如
来
・
阿
弥
陀
加
来

ら
と
と
も
に
地
蔵
菩
譲
へ
の
帰
依
を
述
べ
る
仏
号
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
に
は
阿
弥
陀
仏
と
地
蔵
菩
薩
を
同
一
視
、
も
し
く
は
融
会
で
き
る
も

の
と
い
う
見
方
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
放
に
地
蔵
弥
陀
一
体
説
が
摂
関
期

に
既
に
あ
っ
た
と
い
う
論
拠
を
見
出
す
こ
と
は
閤
難
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
と
聖
衆
の
同
一
視
に
は
阿
弥
陀
仏

（幻）

と
観
音
菩
罷
の
関
体
説
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
立
場
は
既
に
昌
也
趣
訳
』
に

説
か
れ
て
い
る
た
め
、
確
た
る
経
証
を
も
つ
も
の
と
理
解
で
き
る
だ
ろ

う
。
し
か
も
院
政
期
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
自
行
念
仏
関
齢
V

で
は
弥
陀
・
観
音
・
『
法
華
経
』
の
一
致
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ヌ
見
禅

（鈎）

抄
』
「
阿
弥
陀
」
に
は
「
弥
詑
観
音
同
体
」
の
見
方
を
経
典
や
先
徳
の
著

述
か
ら
議
誌
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
だ
が
、
院
政
期
を

溜
る
資
料
か
ら
は
弥
陀
・
観
音
が

致
す
る
と
い
う
見
方
さ
え
も
見
出
す

」
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て

ま
、
ず
続
政
期
に
お
け
る
こ

の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
観
の
動
向
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

六
六

が
、
現
時
点
の
確
認
の
な
か
で
は
摂
関
期
に
お
い
て
、
地
蔵
菩
龍
の
場
合

よ
り
も
一
般
的
な
観
音
菩
謹
と
の
同
一
視
で
す
ら
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

で
は
、

一
方
の
行
円
の
著
述
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
今
一
度

の
行
月
の
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

唐
一
房
法
橋
消
怠

通

念
仏
三
昧
記
一
千

巻

庸
一
房
法
橋
行
円
一
ニ
井

の

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

ま
ず

法
橋
消
息
』
か
ら
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
『
唐
一
虎
法
橋
治
患
』
は
『
仏
堂
開

解
説
大
辞
典
』

そ
の
存

に
は
記
載
そ
の
も
の
が
な
く
、

在
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
て
も
な
ん
ら
不
思
議
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
カミ

し
、
仏
教
美
術
史
の
分
野
に
お
け
る
研
究
に
よ
る
と
そ
の
逸
文
が
存
在
す

る
と
い
う
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
藤
田
美
術
館
所
蔵

（ぬ）

「
紙
本
着
邑
問
字
義
』
に
逸
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
紙
本
着
色
開
字

義
』
（
以
下
、
『
阿
字
義
』
と
略
す
）

と
は
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
、
開

時
期
に
書
写
さ
れ
た
詞
書
と
男
女
の
絵
か
ら
な
る
典
籍
で
あ
る
。
巻
の
中

ほ
ど
に
そ
の
絵
が
あ
り
、
小
松
茂
夫
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば
（
小
枝
に
袈

裟
を
掛
け
た
若
い
尼
前
と
、
口
沼
産
衣
姿
の

い
公
卿
を
描
い
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
胸
元
に
月
輪
蓮
華
麗
の
上
に
一
！
阿
」
（
党
字
）
字
を
書
き
、

古
i
h

わ
り
に
光
明
を
発
し
て
い
る
」
も
の
だ
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
の
ほ

う
は
真
一
一
一
一
口
密
教
で
説
く
修
行
法
で
あ
る
阿
字
観
を
説
き
（
「
阿
字
義
一
）
、



そ
の
功
能
を
述
べ

（
一
阿
字
功
能
」
）
、
最
後
に
身
口
意
の
三
業
を
浄
め
る

真
一
一
一
一
口
を
明
か
す
（
「
浄

の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
そ
れ
ら

の
市
？
に
『
唐
一
房
法
橋
消
患
』
の
逸
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
場
所
は
「
阿
宇
功
能
」

の
末
、
公
鵬
の
絵
の
直
前
に
あ
た
る
箇
所
で
あ

る
。
ム
寸
、

そ
の
逸
文
を
挙
げ
る
と
、

唐
一
房
法
橋
御
消
息
云
、

ひ
カミ

か
き
は
つ
る
ま
、
に
な
み
た
を
ち
て
、

」
と
も
や
か
、
れ
は
へ
ら
む

（
書
き
果
つ
る
ま
ま
に
、
一
課
落
ち
て
、
僻
事
も
や
警
か
れ
は
べ
ら
む
）

と
あ
る
よ
う
に
、
文
章
が
大
変
短
く
、
途
中
で
切
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
放
に
内
容
を
検
討
す
る
ほ
ど
の
分
量
を
持
た
な
い
が

こ
の
吋
日
間
｛
子

義
』
（
全
十
六
紙
）

の
料
紙
の
つ
な
ぎ
部
分
を
考
証
し
た
研
究
に
よ
る
と
、

こ
の
消
息
が
書
か
れ
て
い
る
第
六
紙
と
第
七
紙
に
相
当
す
る
部
分
は
他
の

紙
と
比
べ
て
、
明
ら
か
に
料
紙
が
短
く
、
内
容
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
部
分
が
切
断
さ
れ
た
も
の
と
し
、

現
在
の
そ
れ
は
後
世
に
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
『
河
字
義
』
全
体
で
は
一
一
一
分
の
一
か
ら
半
十
分
に
及
ぶ
ま
で
の
欠
失
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
故
に
本
来
は
も
っ
と
『
唐
房
法
橋
消

の
引
用
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
松
原
茂
氏
に
よ
る
と
、
こ

の
話
相
一
房
法
橋
消
息
』
は
「
消
患
文
の
形
態
を
借
り
た
唐
一
房
法
橋
行
円
の

仮
名
法
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
が
、
あ
ま
り
に
分
量
が
少
な

い
た
め
に
そ
の
内
容
を
伺
い
知
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

『
臣
民
感
録
』
に
み
え
る
寺
内
僧
に
つ
い
て

そ
の
一
方
で
、
行
内
の
仮
名
法
罰
に
類
す
る
同
じ
よ
う
な
逸
文
が
あ

る
。
東
寺
一
一
一

ノ＼

遺言長
に警
は員
二E裂；
j正当 込口

房（
法徳、
橋治
行三三

の
一
人
で
あ
る
果
宝
の

年
（

O
六）

i
貞
治
一
年
（

内
云
う
人
の
作
た
る
仮
名
書
一
の
文
の
中
に

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。

n

－ご一、

中
／
ふ
／

そ
の
全
文
は
先
の
「
開
字
義
』
の
場
合
と
同
じ
く
ご
く
わ
ず
か
で

あ
る
。
そ
れ
は

庸
一
局
法
橋
行
門
一
五
人
作
仮
名
書
文
中
、
山
右
合
東
左
合
、

と
の
み
あ
る
。
こ
れ
は
総
経
作
法
に
関
す
る
も
の
で
修
法
の
時
、
壇
上
に

張
る
五
住
の
糸
に
対
立
す
る
説
、
か
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
山
、
す
な
わ

ち
山
家
で
は
右
に
捻
る
糸
を
用
い
、
東
、
す
な
わ
ち
東
寺
で
は
左
に
捻
っ

た
糸
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
此
辺

ー
」
か
ら
の
文
脈
は
よ
く
意
味
が
と
れ
な
い
。
こ
れ
は
宇
治
殿
に
お
い
て

小
野
僧
正
仁
海
と

に
つ
い
て
異
な
る
説
を
立
て

の
心
誉
が
そ
の

た
と
こ
ろ
、
仁
海
は

蔵
相
伝
の
左
に
合
わ
せ
た
五
色
糸
を
披
露
し

て、

の
説
を
改
め
さ
せ
、
そ
の
後
は
寺
内
で
も
左
合
わ
せ
の
五
色
糸

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
相
論
を
取
り
あ
げ
る
記
事
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
心
誉
と
は
慶
一
昨
の
弟
子
で
あ
り
、
行
円
の
師
で
も

あ
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

（お）

巻
六
の
行
円
伝
に
も
こ
の
よ
う
な
仁
海
と

慈
尊
院
栄
海
の

寺
門
僧
の
関
わ
り
は
み
え
る
。
こ
ち
ら
は
行
内
自
身
と
仁
海
が
雨
乞
い
の

修
法
で
効
験
を
競
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
結
果
は
、
請
前
経
を
用

六
七



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
協
「
浄
土
教
典
絡
の
研
究
一

い
た
仁
海
に
水
天
供
を
用
い
た
行
円
が
勝
利
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

こ
の
話
は
他
の
資
料
で
傍
証
を
得
ら
れ
な
い
探
り
は
事
実
の
こ
と
と
見
な

し
が
た
い
が
、
行
円
は
東
筏
の
仁
海
と
山
家
の
相
論
に
引
き
合
い
に
出
さ

れ
る
ほ
ど
の
著
名
な
学
僧
で
あ
っ
た
点
は
確
認
で
き
る
。

ち
な
み
に
慶
砕

も
大
純
一
一
一
一
口
藤
原
実
資
が
念
講
堂
を
建
て
る
際
、
多
宝
塔
の

て
こ
の
仁
海
と
と
も
に
尋
ね
ら
れ
て
い
的
。

の
数
に
つ
い

で
は
『
宮
沢
頭
録
』
に
載
せ
る
も
う
ひ
と
つ
の
著
述
で
あ
る
『
念
仏
三
昧

記
』
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
管
見
の
眠
り
、
散

逸
し
て
お
り
、
逸
文
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
『
長
西

録
』
に
載
せ
る
寺
門
僧
の
中
で
間
一
の
「
念
仏
三
昧
記
』
と
い
う
帝
一
一
回
名
が

い
く
つ
か
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ

う
に
寺
内
僧
の
中
で
云
’
U

仏
三
味
記
』
と
い
う
著
述
が
あ
る
の
は
行
円
だ

け
で
な
く
、
弟
子
の
頼
尊
、
慶
一
軒
の
弟
子
で
あ
る
慶
遣
に
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、

い
、
ず
れ
も
一
巻
と
舘
婦
の
文
献
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
行
丹
、
殺
尊
の
ま
’
ω
仏
一
一
一
味
記
』

に
い
た
っ
て
は
注
に

了
一
と

丁
数
ま
で
示
さ
れ
て
お
り
、
小
部
の
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
『
念
仏

と
は
、
別
尊
法
の
一
つ

で
あ
る
阿
弥
陀
法
の
類
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ

ぅ
。
慶
一
怖
の
事
績
の
中
で
も
当
時
の
間
関
梨
が
行
う
修
法
で
あ
る
阿
弥
陀

法
を
修
め
て
い
る
こ
と
が
長
保
一
年
（
九
九
九
）
十
ニ
月
十
八
日
斜
に
確

認
で
き
る
。

お
そ
ら
く
は
行
内
・
頼
尊
ら
も
同
法
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ

立
に
一
ノ
／

た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
寺
門
僧
の
も
の
と
思
わ
れ
る
阿
弥
陀
法
に
関
す
る
古
写
本

は
現
存
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

近
世
後
期
の
天
台
僧
宗
淵
に
よ
り
蒐
集
さ
れ
た
典
籍
の
な
か
に
西
教
寺

方
丈
文
庫
と
い
う
密
教
典
籍
が
主
に
収
め
ら
れ
た
文
庫
が
あ
る
。
こ
の
な

と
宮
一
回
名
に
割
注
が
付
さ
れ
た
阿
弥
陀
法
の
次

第
警
が
あ
る
と
「
竹
園
房
蔵
書
写
本
現
存
目
録
一

か
に
「
中
川
」
と

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
は
、
阿
弥
陀
小
川

帖

阿
弥
陀
一
一
一
井

1防

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

ま
ず
出 2古

河

雇産
玖j、中

rt "!11 
私一
記安と
」）は

で｛左
あ藤
り哲
、英

鎌氏
倉に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
中
川
少
将
実
範
の

時
代
の
ご
く
初
期
で
あ
る
建
久
年
間
の
写
本
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
紹
介

と
内
容
の
考
証
に
よ
っ
て
実
範
の
阿
弥
陀
仏
鏡
の
研
究
に
進
展
が
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
次
の
『
阿
弥
陀
一
一
一

J
と
は
未
だ
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た

」
と
、
が
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

と
は
い
う
ま
で
も
な

つ
ま
り
は
圏
域
寺
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

く
一
一
一
井
寺
、
（お）

は
憂
殊
院
に
も
鎌
倉
期
の
写
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ま
た
同
名
の
典
籍

ら
は
書
名
か
ら
間
一
の
典
籍
と
思
わ
れ
、

い
ま
の
と
こ
ろ
三
井
の
学
僧
が

関
わ
る
阿
弥
柁
仏
に
つ
い
て
の
唯
一
の
典
籍
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の



政
（
籍
の
内
容
に
他
の
阿
弥
陀
法
と
比
較
し
て
独
自
伎
が
あ
る
の
か
ど
う
か

検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る
も
の
の
、
未
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ

り
、
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
故
に
こ
こ
で
は
こ
の
資
料
の
存
在

を
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

長士
市口

以
上
、
雑
穀
な
叙
述
に
終
始
し
な
が
ら
も
、
『
長
西
録
』
に
み
え
る
寺

門
僧
の
事
跡
を
追
い
、
各
々
の
学
僧
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う

と
試
み
た
。
そ
の
な
か
で
、
『
長
西
録
』
一
助
裁
の
寺
内
僧
で
あ
る
慶
砕

行
円
は
こ
と
に
摂
関
期
の
寺
門
派
の
代
表
す
る
学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
他
の
慶
遣
や
頼
尊
も
法
脈
上
、
慶
詐
と
行
円
に
連
な
る
学
僧
で
あ

る
こ
と
か
ら
吋
長
西
録
』
は
主
と
し
て
、
摂
関
期
の
寺
内
派
に
お
け
る
中

心
的
な
学
系
の
著
述
を
採
録
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
の
う
ち
現
存
す
る
著
述
は
わ
ず
か
に
『
唐
房
法
橋
消
息
』

の
逸
文
の
み
で
あ
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
慶
一
昨
や
行
円
の
行
笑
を
様
々
な
資
料
の
中
で
確

認
し
て
ゆ
く
と
、
浄
土
信
仰
に
関
す
る
記
述
が
意
外
に
少
な
い
こ
と
が
指

摘
で
き
る
と
思
う
。
な
に
よ
り
慶
詐
や
行
円
の
行
い
が
浄
土
信
仰
と
関
わ

り
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
る
典
拠
の
ほ
と
ん
ど
が

2
一
井
往
生
伝
』
が
縞
纂

さ
れ
る
よ
う
な
中
世
に
ま
で
く
だ
る
こ
と
は
註
意
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

吋
官
民
商
担
さ
に
み
え
る
寺
内
向
聞
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
井
上
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
慶

砕
ら
を
無
批
判
に
源
信
・
チ
観
に
連
な
る
念
仏
者
と
し
て
捉
え
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
穣
み
で
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
に
よ
り
も
吋

井
往
生
伝
』
の
記
述
、
を
過
大
評
鯨
し
、
寺
門
派
で
も
山
内
に
お
け
る
浄
土

教
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
早
く
か
ら
寺
門
の
浄
土
教
が
輿
降
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
む
き
が
あ
る
や
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が

後
世
の
倍
承
の
中
で
寺
門
の
高
僧
の
浄
土
柱
生
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く

よ
く
注
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

と
ま
れ
、
現

状
で
の
残
存
資
料
の
乏
し
さ
か
ら
、
彼
ら
が
信
仰
し
て
い
た
と
倍
え
ら
れ

る
浄
土
教
の
内
容
は
依
然
と
し
て
未
解
明
な
事
柄
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
本
穣
は
そ
れ
ら
の
一
端
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
の
み
で
あ
る
。

註
（
1
）
吋
日
仏
全
』
第
一
巻
（
一
一
二
二
七

l
三
六
二
支
）
、
小
山
正
文
一
覚
、
氷

二
十
一
年
『
浄
土
依
怒
経
論
叢
疏
自
録
ど
（
『
向
朋
大
学
論
議
』
第

六
十
二
号
、
一
九
八
九
年
）
。
な
お
、
日
仏
全
本
と
小
山
本
の
記
述
の
毘

に
は
全
般
的
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
寺
門
帰
国
の
僧
名
・
著
述
に
関
し
て
も

例
外
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
書
名
や
著
者
に
精
進
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
先

に
臼
仏
全
本
の
記
述
を
、
後
に
小
山
本
の
も
の
を
挙
げ
て
示
し
た
。

（2
）
「
教
月
一
湯
依
白
川
院
仰
造
之
」
と
い
う
締
注
が
僧
名
の
次
に
付
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
白
川
院
と
災
援
の
活
躍
時
期
が
合
致
し
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
吋
安
養
抄
』
を
撰
述
し
た
良
前
夜
に
寺
内
一
慌
の
良
慶
と
は
別
の
学

僧
を
想
定
す
る
見
方
も
あ
る
。
詳
し
く
は
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研

六
九



例
数
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
一
浄
土
教
典
絡
の
研
究

究
』
（
百
筆
苑
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。

（3
）
『
宗
尚
子
続
論
斡
』
第
一
一
一

O
号
、
一
九
一
一
一
九
年
。
依
藤
前
掲
者
、
八
木
晃
恵

内
市
山
心
数
学
史
の
総
合
的
研
究
』
（
永
田
文
日
日
堂
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
4
）
一
一
一
回
全
信
『
成
立
史
的
法
然
上
人
諸
伝
の
研
究
』
（
光
念
寺
出
版
、

一
九
六
六
年
）
な
ど
。
な
お
、
法
然
伝
に
お
け
る
公
胤
を
論
究
す
る
も
の

と
は
一
一
線
を
闘
し
、
多
様
な
資
料
を
博
捜
し
、
公
開
胤
の
事
績
を
明
か
に
し

た
論
考
に
高
瀬
承
厳
「
三
井
寺
公
旅
僧
立
に
就
て
」
（
吋
仏
雨
前
研
究
』
第

四
一
一
一
・
第
四
回
号
、
一
九
一
八
年
）
が
あ
る
。

？
と
八
木
氏
の
前
掲
議
に
「
寺
門
諸
姉
所
見
」
と
立
項
し
、
千
観
・
媛
砕
・

成
尋
の
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
叙
述
の
ほ
と
ん

ど
が
千
観
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

（6
）
井
上
光
貞
『
臼
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
五
六

年
、
新
訂
絞
一
九
七
五
年
）
。

（7
）
『
続
本
朝
往
生
伝
』
二
二
四
頁
（
『
法
華
験
記
・
往
生
伝
』
（
岩
波
思
想
体

系
第
七
袋
）
）
。

（8
）
良
凌
撰
の
白
血
安
品
交
抄
』
と
は
市
議
名
と
分
長
か
ら
察
す
る
と
、
源
開
校
図
…
溺

吋
安
養
築
』
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
力
安
養
抄
』
（
『
大
正
蔵
』
第
八
四
巻
所

収
）
、
出
円
遊
説
蔵
『
浄
土
厳
飾
抄
』
な
ど
の
論
義
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た

手
控
え
の
四
百
文
集
の
一
穫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
恕
わ
れ
る
c

（
9
）
「
教
林
文
庫
蔵
町
三
井
役
生
伝
』
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
第
八
号
、

一
九
七
三
年
）
、
一
教
林
文
癒
本
『
一
一
一
井
往
生
伝
』
翻
刻
と
研
究
一
（
『
中
欧

文
学
資
料
と
論
考
』
（
笠
間
設
悉
第
一

O
九
巻
）
一
九
七
八
年
）
。

（
ω）
阿
部
好
隆
・
小
峰
和
明
・
新
藤
協
一
一
了
田
嶋
一
土
人
「
早
稲
聞
大
学
図
書

館
蔵
教
林
文
庫
目
録
稿
一
（
『
調
査
研
究
報
告
』
第
六
号
、
一
九
八
蕊
年
）
。

（
れ
）
『
統
天
台
宗
全
議
史
伝
一
一
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
）
。

（
泣
）
円
向
』
一
一
一
一
員
。

（
日
）
註
（
9
）
参
照
。

ー七。

（
同
）
ア
小
右
記
』
（
一
必
唱
補
史
料
大
成
』
）
、
『
大
日
本
史
料
』
第
一
一
筋
之

十
五
、
一

O
六
資
。

（
日
）
吋
続
本
初
往
生
伝
』
の
成
尋
伝
に
も
次
の
よ
う
に
寺
内
僧
の
往
生
が
説
か

れ
る
。
一
f

阿
関
梨
成
当
時
は
、
も
と
天
台
宗
の
人
に
し
て
、
知
百
証
大
簡
の
開
け
跡
な

り
。
大
祭
寺
に
住
し
て
、
智
行
兼
ね
備
へ
て
、
日
γ
く
大
業
を
遂
げ
て
、
大

日
位
に
居
れ
り
。
（
中
路
）
死
に
先
だ
つ
こ
と
七
区
、
自
ら
A
叩
の
尽
き
む

こ
と
を
知
り
て
、
衆
を
集
め
て
念
仏
せ
り
。
日
時
迷
わ
ず
し
て
、
西
に
向

か
ひ
て
逝
去
せ
り
ー
一
（
『
法
整
験
記
・
往
生
伝
』
（
岩
波
恩
怒
体
系
第
七
銭
）
）
。

（
山
山
）
築
島
裕
『
平
安
持
代
訓
点
本
論
考
研
究
篇
b

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六

年
）
、
同
「
古
訓
点
資
料
に
現
れ
た
十
一
、
十
二
世
紀
の
仏
教
諸
宗
教
学
の

交
流
」
（
吋
M

後
期
摂
関
持
代
史
の
研
究
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
九

O
年）、

な
お
以
下
に
紹
介
す
る
『
別
行
儀
軌
』
引
金
刻
頂
議
伽
蓮
撃
部
心
念
一
秘
儀

軌
』
コ
ハ
字
神
児
玉
経
一
の
奥
警
は
築
島
氏
の
論
考
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

も
の
に
従
っ
た
。

（
口
）
松
本
光
隆
「
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
金
制
界
儀
軌
の
訓
設
に
つ
い
て
」

（
『
研
究
議
書
』
第
一
二
ハ
号
（
合
口
代
一
部
聞
の
構
造
と
展
開
）
、
和
泉
書
院
、

一
九
九
二
年
）
。

（
刊
日
）
築
島
裕
一
類
楽
名
義
抄
」
の
項
（
（
司
悶
史
大
事
典
』
第
十
四
巻
）
、
『
図
書

察
本
類
衆
名
義
抄
本
文
篇
・
解
説
編
』
（
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
）
。
な

お
、
後
述
す
る
「
泊
湘
」
の
項
、
行
門
の
閉
声
点
の
説
に
関
し
て
も
当
書

を
参
照
し
た
。

（
山
口
）
井
上
氏
（
井
上
前
掲
書
）
は
慶
幹
の
教
え
に
関
す
る
指
摘
と
し
て
次
の

よ
う
に背
蓮
院
蔵
一
五
色
糸
作
法
」
の
う
ち
「
五
色
糸
供
養
次
第
」
と
よ
ば

れ
る
も
の
の
や
に
し
ば
し
ば
凌
詐
問
問
梨
の
説
を
ひ
い
て
い
る
。

と
、
慶
称
の
数
説
を
の
こ
し
て
い
る
も
の
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
近



年
、
上
梓
さ
れ
た
主
同
蓮
院
内
跡
士
口
水
液
型
数
日
銀
』
（
汲
十
日
書
院
、

一
九
九
九
年
）
の
第
三
四
箱
、
第
七
番
の
吋
五
色
紙
作
法
』
に
相
当
す
る

も
の
だ
と
忠
わ
れ
る
。
こ
の
山
県
籍
は
一
平
安
持
代
の
保
安
田
年
二
二
一
一
一
一
）

に
議
官
令
さ
れ
た
も
の
で
、
外
問
題
・
内
問
胞
は
そ
れ
ぞ
れ
「
五
色
村
制
作
法
」
「
五

色
緩
総
略
作
法
」
と
あ
り
、
井
上
氏
の
挙
げ
る
「
五
色
糸
作
法
次
第
」
と

は
合
致
し
な
い
が
、
そ
の
巻
中
の
第
七
了
に
一
五
色
村
称
供
養
次
第
共
人
不

知
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
は
井
上
氏
の
確
認
し
た
も
の
で
、
後
俳

の
説
を
し
ば
し
ば
引
用
し
た
も
の
と
推
泌
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
現
主

は
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
書
名
か
ら
推
測
す
る

と
後
に
行
門
の
逸
文
と
し
て
指
摘
す
る
よ
う
な
五
色
の
糸
で
あ
る
金
剛

線
・
壊
線
の
捻
り
方
を
説
く
著
述
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
却
）
『
8
仏
全
』
第
四
一
巻
、
一
一
一
一
一
九
賞
。

（
幻
）
吋
岩
波
市
典
文
学
大
系
・
沙
石
集
』
第
八
五
集
、
一
八
四
賞
。
井
上
前
掲

書
、
二
四
六
文
で
も
一
言
及
し
て
い
る
。

（
泣
）
ウ
中
位
神
道
論
』
（
岩
波
思
想
体
系
第
一
九
条
）
一
二

O
頁。

（
お
）
『
大
正
毅
』
第
七
九
巻
、
一
一
二
七
支
。
八
木
晃
恵
『
恵
心
教
学
の
総
会
史

的
研
究
』
は
こ
の
一
節
を
既
に
紹
介
し
て
い
る
（
五
九
七
頁
）
。

（
お
）
『
統
天
台
宗
全
議
史
伝
二
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
）
。

（
お
）
赤
松
俊
秀
迂
杭
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
）
、

佐
藤
折
呈
〈
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
（
百
筆
苑
、
一
九
七
九
年
）
、
池
辺
義

教
「
都
率
先
徳
、
党
超
の
行
実

i
源
信
と
覚
超
」
（
「
主
人
谷
女
子
短
期

大
学
紀
前
首
』
第
一
一
一
人
集
、
一
九
九
四
年
）
、
同
「
都
率
先
徳
、
党
超
の
行

実

i
滋
倍
加
と
覚
超
（
承
前
）
」
（
『
大
谷
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
一
一
九

集
、
一
九
九
五
年
）
。

（
お
）
『
日
仏
全
』
第
二
四
巻
、
一
一
一
回

O
頁。

（
訂
）
「
仏
名
無
量
寿
。
若
於
浄
妙
仏
国
土
混
成
仏
。
住
雑
染
五
潟
位
界
則
為
綴

自
在
菩
楼
」
（
『
大
正
毅
』
第
十
九
巻
、
六
一
一
一
一
貝
、

b
段）。

一「E
K
漏
出
却
と
に
み
え
る
寺
内
的
に
つ
い
て

（
部
）
吋
日
仏
全
』
第
一
一
一
一
巻
、
一
一
一
頁
。

（
却
）
町
大
友
蔵
・
図
像
部
』
第
四
巻
、
ム
ハ
六
賞
。

（
初
）
小
松
茂
美
「
図
版
阿
字
義
解
説
」
、
松
原
茂
「
経
典
絵
巻
の
種
々
棺
」

（2
祝
日
本
絵
巻
大
成
』
第
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
）
。

（
訂
）
ま
た
こ
の
行
円
に
は
「
自
筆
の
印
信
一
が
あ
り
、
そ
れ
は
持
代
を
代
表

ず
る
宝
践
で
あ
る
’
潟
羽
の
宝
液
に
収
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
果
宝

撰
『
菩
提
心
論
開
設
立
に
は
一
三
井
行
円
法
橋
自
紘
一
十
印
信
（
夜
鳥
羽
宝

蔵
）
、
慈
等
院
栄
海
被
回
凡
之
」
（
吋
真
言
宗
全
蛍
ご
第
八
巻
、
二

O
頁
）
と

あ
る
。
鳥
羽
の
｛
五
歳
に
問
附
し
て
は
竹
居
間
間
男
『
日
本
古
代
仏
教
の
文
化

史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
幻
）
『
大
正
蔵
』
第
五
九
巻
、
一
二
ハ
資
。

（
お
）
『
日
仏
全
』
第
一

O
六
巻
、
二
一
八
頁
。

（
引
制
）
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
一
五
、
八

O
頁。

（
お
）
『
小
右
記
』
（
一
J

増
補
史
料
大
成
』
）
。
佐
藤
亮
雄
編
『
僧
伝
史
料
（
ご
い
（
新

山
内
社
、
一
九
八
九
）
。

（
お
）
主
人
台
学
俗
宗
治
の
研
究
』
（
百
筆
苑
、
一
九
五
八
年
）
。

（
幻
）
佐
藤
折
口
英
『
念
仏
式
の
研
究
中
川
ノ
笑
範
の
生
涯
と
そ
の
浄
土
数
』

（
百
禁
苑
、
一
九
七
二
年
）
。

（
お
）
ご
叉
殊
院
士
悶
文
書
・
聖
教
目
録
』
一
一
一
六
支
（
京
都
府
教
育
委
員
会
、

一
九
七
六
年
）
に
は
一
阿
弥
陀
飴
一
一
石
川
」
と
い
う
典
籍
の
議
名
を
裁
せ
て
い

る。

〔
甘
記
〕

本
稿
は
浄
土
宗
教
学
渓
研
究
会
（
平
成
十
六
年
六
月
十
六
日
於
仏
教
大
学
）
に

お
い
て
口
銭
発
表
し
た
「
寺
門
僧
と
浄
土
信
仰
｝
を
も
と
に
大
阪
に
加
築
・
補

正
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
際
の
報
告
と
は
論
旨
・
結
論
に
変
更
を
加

え
て
い
る
。

七


